
備 考

0

（5） （10） （2） （0） （17） （0） （0）
　　　　　　　児童学科

計
45 24

国際文化学部　音楽学科
6 1 0 0

別記様式第２号（その１の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

基 本 計 画

事 項 記 入 欄

フ リ ガ ナ 　 ｶｺﾞｼﾏｺｸｻｲﾀﾞｲｶﾞｸ

大 学 の 名 称 鹿児島国際大学（The International University of Kagoshima）

大 学 本 部 の 位 置 鹿児島県鹿児島市坂之上8丁目34番1号

計 画 の 区 分 大学の収容定員に係る学則変更

フ リ ガ ナ 　　ｶﾞｯｺｳﾎｳｼﾞﾝ　ﾂﾏｶﾞﾘｶﾞｸｴﾝ

設 置 者  学校法人　津曲学園

大 学 の 目 的
　鹿児島の進取開明の伝統を継承しつつ，東西文化の融合を趣旨とする建学の精神
に則り，社会科学及び人文科学に重きを置く学術的知識・技能の教育研究を推進
し，国際社会及び地域社会の発展に寄与しうる人材を養成することを目的とする。

新 設 学 部 等 の 目 的

　国際文化学部国際文化学科において，入学定員・収容定員未充足の状況が続いて
いる。このことから大学経営基盤の安定・強化を図ることを目的に近年の入学者の
状況や津曲学園中期ビジョンにおいて定めた目標に基づいて，入学者数に即した定
員に変更し，定員の充足を図ることで，適正な定員管理を行うこととしたい。

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

開設時期及
び開設年次

所　在　地

年 人 年次
人

人 　　年　月
第　年次

国際文化学部

計 － － －

平成31年4月
第1年次

鹿児島県鹿児島市
坂之上8丁目34番1号

　国際文化学科 4 120
（140）

－ 480
（560）

学士
(国際文化学)

実験・実習 計

科目 科目 科目 科目

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

学生募集停止
　福祉社会学部
　　現代社会学科（廃止）（△45）
　※平成25年4月学生募集停止

　国際文化学部
　　人間文化学科（廃止）（△140）
　※平成23年4月学生募集停止

教育
課程

新設学部等の名称
開設する授業科目の総数

卒業要件単位数
講義 演習

単位

教

員

組

織

の

概

要

学　部　等　の　名　称
専任教員等 兼 任

教 員 等教授 准教授 講師 助教 計 助手

新
設
分

国際文化学部　国際文化学科

人 人 人 人 人 人

（15） （5） （1） （0） （21） （0） （0）

人

15 5 1 0 21 0 0

計
15 5 1 0 21 0 －

（15）

（0）

10 3 1 0

（5） （1） （0） （21） （0） －

14 0 0

（0） （19） （0）

12 4 3

（10） （3） （1） （0） （14） （0）

（0） （0） （0） （1） （0） （0）

（0）

福祉社会学部　現代社会学科
1 0 0 0 1 0 0

（1）

　　　　　経営学科
0 19 0 0

（12） （4） （3）

　　　　　　　社会福祉学科
11 6 0 0 17

0 0

（6）

0 0

（11） （6） （0） （0） （17） （0） （0）

5 10 2 0 17 0

7

－

（45） （24） （6） （0） （75） （0） －

6 0 75

既

設

分

経済学部　経済学科

0 －

（60） （29） （7） （0） （96） （0） －

（1） （0） （0） （7） （0） （0）

合　　　　計
60 29 7 0 96

0
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図書費には

データベース

の整備費（運

用コスト含む）

を含む

平成25年4月よ
り学生募集停止

0　千円 0　千円 0　千円 0　千円 0　千円 － 千円 － 千円

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

職　　　種 専　　任 兼　　任 計

事 務 職 員
68      人 17       人 85      人

（68）

図 書 館 専 門 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

（17） （85）

技 術 職 員
0 0 0

（0） （0） （0）

計
68 17 85

(68) （17） (85)

そ の 他 の 職 員
0 0 0

(0) （0） (0)

78,078㎡

運 動 場 用 地 117,092㎡ 0㎡ 0㎡ 117,092㎡

校
　
　
地
　
　
等

区　　　分 専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

校 舎 敷 地 78,078㎡ 0㎡ 0㎡

小 計 195,170㎡ 0㎡ 0㎡ 195,170㎡

そ の 他 0㎡ 0㎡ 0㎡ 0㎡

51,487㎡ ㎡ ㎡ 51,487㎡

（51,487㎡） （） （） （51,487㎡）

合 計 195,170㎡ 0㎡ 0㎡ 195,170㎡

校　　　舎

専　　用 共　　用
共用する他の
学校等の専用

計

室

（補助職員　人） （補助職員　人）

専 任 教 員 研 究 室
新設学部等の名称 室　　　数

室

教室等

講義室 演習室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

室 室 室
室

図
書
・
設
備

新設学部等の名称

図書 学術雑誌
視聴覚資料機械・器具

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

計

標本
〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

（　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　〔　　〕） （　　　　　） （　　　　　） （　　　　　）

〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

体育館
面積 体育館以外のスポーツ施設の概要

㎡

図書館
面積 閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

㎡

教員１人当り研究費等 350千円 350千円 350千円 350千円

区　分 開設前年度 第１年次 第２年次

4,300千円 4,300千円 4,300千円 － 千円 － 千円

第５年次 第６年次

第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

－ 千円 － 千円

1,061千円 875千円 875千円 875千円 － 千円 － 千円

4,440千円 4,440千円 － 千円 － 千円

設 備 購 入 費

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

経費
の見
積り

図 書 購 入 費 4,440千円 4,440千円 4,440千円

共 同 研 究 費 等 4,300千円

学生納付金以外の維持方法の概要
私立大学等経常費補助金他，学園全体の資産運用収入及び事業収
入を充当する

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 　鹿児島国際大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

年 人 年次
人

人 倍

経済学部 0.79

鹿児島県鹿児島市
坂之上8丁目34番1
号

　経済学科 4 200 － 800 学士(経済学) 0.80 昭和35
年度

　経営学科 4 180 － 720 学士(経営学) 0.77 昭和40
年度

0.97

　現代社会学科 4 － － － 学士(社会学) －

福祉社会学部

昭和57
年度

　社会福祉学科 4 100 － 400 学士
(社会福祉学)

0.77 昭和57
年度
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平成23年4月よ
り学生募集停止

既
設
大
学
等
の
状
況

　児童学科 4 120 － 480 学士(児童学) 1.14 平成13
年度

0.65

　人間文化学科 4 － － － 学士
(国際文化学)

－

国際文化学部

平成12
年度

　国際文化学科 4 140 － 560 学士
(国際文化学)

0.64 平成24
年度

　音楽学科 4 35 － 140 学士(音楽) 0.70 平成22
年度

経済学研究科

≪大学院≫

　地域経済政策専攻
　博士前期課程
 （修士課程）

2 10 － 20 修士(経済学) 0.75 平成11
年度

　地域経済政策専攻
　博士後期課程

3 3 － 9 博士(経済学) 0.27 平成13
年度

　社会福祉学専攻
　博士前期課程
 （修士課程）

2 10 － 20 修士
(社会福祉学)

0.22

福祉社会学研究科

平成13
年度

　社会福祉学専攻
　博士後期課程

3 3 － 9 博士
(社会福祉学)

0.60 平成19
年度

国際文化研究科

0.67 平成16
年度

　国際文化専攻
　博士後期課程

3 3 － 9 博士
(国際文化学)

0.38

　国際文化専攻
　博士前期課程
 （修士課程）

2 10 － 20 修士
(国際文化学)

平成19
年度

附属施設の概要

１．図書館
①所 在 地　鹿児島県鹿児島市坂之上8丁目34番1号
②設置年月　1932年(昭和7年)4月　鹿児島高等商業学校附属図書館として発足。
　　　　　　現在の図書館は1994(平成6)年10月開館
③規 模 等　6.491㎡(地下1階，地上4階)　収蔵能力67万冊(現在68万冊)，閲覧席　531
席
学内LANの整備により，研究室のパソコン端末からインターネット経由で図書館蔵書検
索及びデータベース検索や，文献複写依頼などができる。
地下と1階は，主に教員の研究用図書や基本図書，学術雑誌のバックナンバーを収める
閉架書庫。2階～3階は学生用の図書を収める開架書架と閲覧室になっている。その他，
2階にはメインカウンターやコンピュータ検索コーナー，レファレンスコーナー，新聞
コーナーの他，ラーニングコモンズや児童書室を配置。3階には雑誌コーナー，DVDやビ
デオなどが鑑賞ができるAVコーナー，点字図書を収めた対面朗読室の他，3つのグルー
プ学習室，4つの研究個室などを配置。4階には138人収容の視聴覚ホールがあり学会・
音楽会等，多目的に使用されている。
また，楽譜や音楽理論書，CD・DVDなどが閲覧・視聴できる分室のオーディオルームが
ある。

２．情報処理センター
①所 在 地　鹿児島県鹿児島市坂之上8丁目34番1号
②設置年月　1990年(平成2年)4月
③規 模 等　5.796㎡　　情報処理センター事務室，中央処理室，プログラミング室，
　　　　　　共同研究室，情報処理教室，カフェテリア室，LL教室等
情報処理センターは，学術研究，情報処理教育及び学内業務のための情報処理を行い，
その研究・開発・推進に寄与し，教育の向上発展に資することを目的としている。ま
た，ICT環境の基盤となる鹿児島国際大学情報システム（学内LAN）の運用・管理も行っ
ており，情報化社会に対応したネットワークの高速化や無線LAN環境及びセキュリティ
対策等の整備も進めている。

３．産学官地域連携センター
①所 在 地　鹿児島県鹿児島市坂之上8丁目34番1号
②設置年月　2015年(平成27年)4月
③規 模 等　1,292㎡　（※地域総合研究所及び生涯学習センターと共用）
産学官地域連携センターは，地域と大学を結ぶパイプ役として，地域の課題（ニーズ）
と大学の資源（シーズ）のマッチングを行い，フィールドワーク等の教育活動を全学的
な取組として支援している。平成27年度に鹿児島県内2校目として文部科学省「地
（知）の拠点大学」に認定され，地域を志向した科目等での学びやフィールドワークを
通して，地域の課題発見・解決に向けて主体的に仕事ができる人材を育成するととも
に，地元鹿児島に貢献できる行動力のある学生の育成を目指す。平成29年度現在，5つ
の事業協働機関及び7つの事業協働地域（自治体）と協定に基づいた取組を展開してい
る。
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４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

８．博物館実習施設
①所 在 地　鹿児島県鹿児島市坂之上8丁目34番1号
②設置年月　2002年(平成14年) 4月
③規 模 等 205.3㎡
国際文化学部付属の博物館実習を実施する施設として，また学術研究および一般市民の
教育に寄与することを目的として開設され，平成16年3月に博物館相当施設に指定され
た。幅広いテーマの展示を通じて一般市民への教育活動を展開しつつ，博物館学芸員資
格課程の実習生を展示作業などの運営に受け入れ，実践的な能力を備えた学芸員の育成
に努めている。

（注）

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

３　私立の大学又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究

附属施設の概要

４．地域総合研究所
①所 在 地　鹿児島県鹿児島市坂之上8丁目34番1号
②設置年月　1968年(昭和43年)1月 「地域経済研究所」として発足，1986年(昭和61
年)4月
　　　　　 「地域総合研究所」に改組
③規 模 等　1,292㎡　（※産学官地域連携センター及び生涯学習センターと共用）
全面開架書架，資料コーナー，雑誌・新聞コーナー，ワークステーションコーナー，プ
ロジェクトルーム，研修室，会議室，所長室，所員室，事務室等
地域総合研究所では，諸地域の学術研究・調査及び資料の収集に重点を置いている。総
合テーマ「南九州・沖縄の経済・社会・文化」のもとに，機関研究プロジェクトチーム
を組織して研究を進めてきた。その研究成果は研究所発刊の紀要「地域総合研究」(年2
回)で発表し，地域の諸問題を研究している。平成15年度から4年計画で東アジアを中心
とした地域研究に取り組み，国内・国外の共同研究メンバーと国際共同プロジェクトを
開始し，その研究成果を日本・中国・韓国・台湾でそれぞれの言語で出版した。学会や
諸機関に貢献している。平成20年度からは鹿児島に密着した新しい研究プロジェクト｢
地域における知のネットワーク｣を始動。｢日本は地域の集合体であり，世界もまた地域
の集合体である｣というフィロソフィーを視点とする。中央を頂点とした階層構造の概
念を排除して地域の研究にあたる。企業など組織間の｢取引｣(｢知｣)のネットワークに立
入り，その持続可能性の研究をテーマとしている。平成28年度からは総合テーマを「鹿
児島の地方創生に関する総合的研究」とする共同研究プロジェクトを立ち上げ，所長を
含む6名の所員で研究を進めている。そういった活動が評価され，近年は委託事業も年3
～4件程度の実績がある。

５．生涯学習センター
①所 在 地　鹿児島県鹿児島市坂之上8丁目34番1号
②設置年月　2001年(平成13年) に開設
③規 模 等　1,292㎡　（※産学官地域連携センター及び地域総合研究所と共用）
生涯学習センターは，大学の持つ高度な研究・教育の機能を地域及び社会に開放し，学
ぶ意欲を持つ住民の探究心に応えることにより，地域社会との連携を深め，地域の学
術・文化の拠点としての大学の社会的役割を果たすことを目的としている。

６．研究教育開発センター
①所 在 地　鹿児島県鹿児島市坂之上8丁目34番1号
②設置年月　2006年(平成18年) 4月
③規 模 等　138㎡
研究教育開発センターは，本学における全学的な教育の質向上の全面的な責任を担い，
「学生に満足感・充実感を提供する教育」を目指し，教育施策を実施するとともに，教
育活動の継続的な改善の推進及び支援業務を行っている。

７．児童相談センター
①所 在 地　鹿児島県鹿児島市坂之上8丁目34番1号
②設置年月　1985年(昭和60年) 4月
③規 模 等　128㎡
児童相談センターは，福祉社会学部附属施設として開設され，学生の臨床実習，教員の
臨床研究に役立てるとともに，地域社会に奉仕することを目的とした。現在では，地域
に開かれた形での相談活動をはじめ，学生相談室や学生課と連携した相談活動等も行っ
ており，毎年年間100件を超す相談件数となっている。

　室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。
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